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平成２３年度卒業証書授与式

自信をもって社会へ巣立つ

通学高等部３年生２０名

「第2回
学校評議
員会｣が
開催され
ました。

第２回学校評議員会が２月21日(火)に開

催されました。

年間の学校教育(経営)について報告を行

い、評議員の方からは、①集団性と個別の

力の育成がされ、自己有用感を高める教育

がされている。 ②グランド整備の改善や

同窓会への支援 ③学校の理解をさらに図

るために地域や企業等との連携 ④山城北

圏域自立支援協議会との連携等の貴重な御

意見や御助言をいただきました。

次年度の学校経営に生かしていきたいと

考えています。

３年生実習報告会

思い出の一コマ

２年生百人一首大会

１年生宿泊学習

３年生作業実演

学 校 だ よ り

重心教育部

３月２日(金)の新病棟(西病棟)へ

の引っ越しに向けて、病棟見学やな

らし学習に取り組んでいます。雰囲

気を味わい、少しずつ慣れることを

大切にしています。

２月24日(金)には、城久卒業生を

送る会に参加しました。今年は卒業

生はいませんが、在校生を代表して

中学部２年

生の若林光

希くんが参

加しました。

３月９日（金）、平成２３年度の卒業証書授与式が挙行されま

す。今年は通学高等部３年生のみ、２０名となります。

３年間の学校生活の中で逞しく成長し、特に３年生では頼りに

される先輩として学習、行事、部活でも常に先頭で頑張ってきま

した。就職の厳しい中、式の前々日まで就労に向けた職場実習に

取り組み、全員就労を目指して頑張っています。

卒業生の成長に向けた御家庭の励まし、現場実習等で御協力い

ただいた企業の皆様をはじめ御支援いただいた皆様に感謝の気持

ちをもって、これから地域の中でさらに自立していくことを期待

しています。今後とも御支援をよろしくお願いします。

病弱教育部

現在、小学部２名、中学部６名の

計８名で学習に

励んでいます。

２月15日(水)に

は、ＡＬＴ授業、

バレンタインコンサートに取り組み

ました。ＡＬＴ授業では緊張しなが

らも英語で質問を行い、通じ合えて

ニッコリした

り、コンサー

トでは得意な

楽器によるソ

ロ演奏を発表しました。

通学高等部

１・２年生ともに「現場実習」に

取り組みました。

１年生は校内実習、職場見学を行

い、初めての体験でした。２年生は

３年生の５月に実施する３週間の実

習に向けてのぞみました。１年生の

実習報告会や今後の実習に向けたま

とめを行いました。

２月４日(土)の

アビリンピック京

都大会において、３年生の大森翔馬

君はワードプロセッサ競技の部で見

事「銀賞」に輝きました。



※変更もありますので、行事等は教育部に最終確認してください。


